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　開催趣旨

　みどころ

１ 多彩な貨幣コレクション
当研究所の貨幣コレクションから、200 件を超える資料を精選し、明治初期の日本で実際に流
通していた、多彩な貨幣・紙幣を立体的に紹介します。

２ 貨幣からみる幕末の激動
江戸時代の貴重な金貨・銀貨や、紹介
されることの少ない諸藩の地方貨幣・
試鋳貨幣を多数展示します。開国から
戊辰戦争まで、激動の幕末を貨幣の面
から映し出します。

３ 近代的な貨幣制度確立へ
明治新政府発行の金貨・銀貨・紙幣の
ほか、初公開の文献史料も含めて、近
代的な貨幣制度が築き上げられるまで
の歩みを示します。

貨幣が語る、近代日本のはじまり
　明治維新直後の日本社会は、旧幕府の金貨・銀貨、藩札、太政官札、偽造金貨・銀貨、偽
札が入り乱れた、まさに「通貨錯乱」というべき混沌のなかにありました。
本展観では、明治新政府がこの「錯乱」と向き合い、近代的な貨幣制度の確立をめざした歩
みをたどります。この「通貨錯乱」が、明治 4 年（1871）の新貨条例による「円」金貨・銀
貨の発行、そして明治 18 年（1885）の日本銀行券発行により統一されるまでを、当研究所の
所蔵する貨幣コレクションによって構成します。

展覧会名 第 136 回展観 「通貨錯乱 −貨幣の明治維新」
会　期 2026 年 10 月 17 日（土）〜 11 月 29 日（日）（44 日間）
会　場 公益財団法人 黒川古文化研究所（〒 662-0081　兵庫県西宮市苦楽園三番町 14 － 50）
主　催 公益財団法人 黒川古文化研究所
後　援 西宮市教育委員会
入館料 一般　600 円 　大学生以下 無料
休館日 月曜日  ただし 11 月 23 日（月）は開館　11 月 24 日（火）は休館

公式サイト https://www.kurokawa-institute.or.jp/

　開催概要



幕末の通貨事情

展示の構成と主な展示品

第１章

　明治初年の「通貨錯乱」の背景となった、黒船来航後の幕府貨幣政策の混乱について、江戸時
代の貨幣制度・政策の基本から説明し、安政の小判大量流出事件とその影響を中心に紹介します。

慶長大判

細倉当百銭 秋田波銭

改三分定洋銀

主な展示品

・展示品数 約 230 件（すべて黒川古文化研究所の所蔵品を展示いたします）

戊辰戦争と「通貨錯乱」第２章

　幕末・戊辰戦争を通じて、諸藩による独自の通貨の発行や、幕府貨幣の偽造が広がりました。
紹介されることの少ないそれらの地方貨幣・試鋳貨幣・偽造貨幣を中心に、当時の「通貨錯乱」
の様子を紹介します。

主な展示品

会津銀判　一分



紙幣の濫発と「通貨錯乱」第３章

　明治新政府は、財源の確保のために、太政官札などの政府紙幣を大量発行せざるを得ませんで
した。この時期、濫発された新政府以外（府・県、諸藩など）の不換紙幣とあわせて、「通貨錯乱」
の深まりを示します。

太政官札 土佐国高知藩金札（鯨札）

主な展示品

大阪為替会社紙幣金券　一両

西宮市指定文化財 　「名塩産藩札文書と名塩の私札」の一通

指定品

乱発された紙幣類



初公開！
松山市明治八年藩札替願

伊予国宇和島藩銀札

藩札の回収第５章

　新政府はすべての藩札を、廃藩置県当日の相場に基づいて、新紙幣と交換しました。ここでは
愛媛県で行われた藩札回収事務史料に焦点をあて、その大事業の一端を紹介します。

主な展示品

20 円金貨 明治通宝 10 円

円の誕生第４章

　明治政府は「通貨錯乱」をおさめるために近代的な貨幣制度の構築を目指しました。明治４年
に新貨条例に基づく西洋式の金貨・銀貨、明治５年に西洋式紙幣である新紙幣、そして明治６年
にはアメリカの制度を参照した国立銀行紙幣を導入します。「円」という新たな通貨単位が日本社
会に根付いていく様子を扱います。

主な展示品



　関連イベント

いずれも午後 1:30 〜 3:00/ 当研究所講演室（入館者は聴講無料）

■特別講座　JSPS 科研費「漢六朝青銅器の総合的研究」成果報告会
10/24（土）廣川 守 氏（泉屋博古館 館長）
科学の眼で見た中世末近世初の金銀銅銭

■鑑賞講座
10/17（土）伊藤啓介　（当研究所　研究員）
幕末維新期の地方貨幣・偽造貨幣

10/31（土）飛田優樹　（当研究所　研究員）
書体史からみる貨幣

11/14（土）川見典久　（当研究所　研究員）
明治コインをつくった彫金家・加納夏雄
　　　―近代貨幣誕生の舞台裏―

11/21（土）馬渕一輝　（当研究所　研究員）
魏晋南北朝の通貨錯乱

西郷札（軍務所札）10 円 日本銀行兌換銀券　10 円

日本銀行券の発行第６章

　西南戦争（明治 10 年）の戦費調達のための紙幣が大量発行され、インフレが起こります。これ
が松方財政によっておさめられたあと、はじめての日本銀行券が発行されます。これにより紙幣
も統一され、「通貨錯乱」は終わりをつげます。

主な展示品



展観中の土日祝日は阪急苦楽園口駅前（ローソン苦楽園口駅前
店）より無料シャトルバスを往復運行しております。予約なし
でご利用いただけます。ただしイベント開催日には満席の可能
性がありますのでご了承ください。

公益財団法人 黒川古文化研究所　担当：伊藤
〒 662-0081　兵庫県西宮市苦楽園三番町 14 － 50
℡：0798-71-1205　FAX:　0798-73-4099　HP：https://www.kurokawa-institute.or.jp/　　
メールはホームページの「お問い合わせ」からお願いします。
https://www.kurokawa-institute.or.jp/pages/5/

【問い合わせ先】

　アクセス

● 阪急バス ：阪急夙川駅・JR さくら夙川駅からさくらやまなみバス北部方面ゆきに乗り「柏堂（かやんどう）
町」下車、西へ徒歩 15 〜 20 分ほど。坂あり。急勾配。途中案内板あり。

● タクシー：阪急夙川駅より約 10 分、JR 芦屋駅北口より約 15 分。
● 無料駐車スペース有り。7 台まで可。

　黒川古文化研究所の概要

公益財団法人黒川古文化研究所（1950 年設立）は大阪で証券業を営んだ黒川家が三代にわたって収集した
書画、青銅器、鏡鑑、刀剣、貨幣など国宝２件、重要文化財 16 件を含む中国・日本の美術・考古・歴史資
料約 8500 件（２万点）を所蔵する研究機関です。紀要や図録などの刊行物、春と秋に開催する展観によっ
て研究成果を広く公開し、東洋古文化に関する正しい知識の普及という社会的使命を果たすべくつとめてい
ます。

展示室外観

土日祝は無料シャトルバス運行！



黒川古文化研究所　第 136 回展観「通貨錯乱 −貨幣の明治維新」
広報用使用画像一覧

・広報用の画像はこちらをご使用ください。
・画像は HP の「プレスリリース」のページの広報用使用画像よりダウンロードしてご使用ください。
・本画像は「通貨錯乱−貨幣の明治維新」（会期：2026 年 10 月 17 日〜 11 月 29 日、会場：黒川古文化研究所）の

広報目的に限りご利用いただけます。
・画像を掲載する際は、必ず展覧会名「通貨錯乱 −貨幣の明治維新」および所蔵先「黒川古文化研究所」を明記

してください。
・画像のトリミング、色調補正は最小限度にとどめてください。
・上記以外の目的での使用、再配布、商業利用はご遠慮ください。
・画像使用される場合は HP の「お問い合わせ」ページよりご一報ください。

慶長大判

日本銀行兌換銀券　10 円

秋田波銭会津銀判　一分

チラシ裏チラシ表ポスター

20 円金貨


